
〈富島

遜
藤
滋
は
、
大
融
丘
陵
の
北
部
に
島
り
、
穣
道
由

MM白
台
地
者
間
か
h

つ
北
に
咽
間
食
し
た

v富
一
白
番
匂
カ
殻
轄

処
分
墳
と
な
車
窓
9
.
ー
ム
品
轄
の
購
込
み
地
問
嗣
は
工
事
の
時
間
幽
i
i

門
付
け
替
え
水
路
工
事
〕
申
井
前
連
藤

原
地
区
な
ど
か
ら
務
儒
区
墳
の
L
流
入

し
て
い
る
水
沙
排
水
す
る
た
め
、
計
画

地
外
開
に
水
路
白
付
け
替
え
を
仔
い
、

造
成
工
事
中
施
設
あ
菅
薄
札
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

門
家
人
主
属
国
一
理
由
附
吻
理
工
事
同
計
画
用
地
周

辺
全
寵
に
ブ
ェ

Y
ス
等
白
柵
を
設
け
、

外
部
か
ら
の
侵
入
を
防
吉
、
入
口
に
は

管
理
施
設
を
設
け
嘗
め
江
デ
弱
の
鳥
島
、

嵩
の
確
認
を
…
円
う
な
ど
、
安
全
と
通
切

な
埋
め
立
て
管
理
が
で
き
る
工
事
仇
だ
け

い
ま
す
。

こ
む
よ
ろ
に
、
間
辺
の
意
識
を
そ
ζ

な
わ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
二
次
八
金
目

防
止
に
十
分
泌
躍
さ
れ
た
こ
の
能
終
処

分
場
は
、
長
期
謹
望
に
立
っ
た
癌
設
と

し
て
建
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
νま
す
。

づ
ご
み
の
減
量
!
一

一
;
に
ご
協
力
を
1
い

一
万
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
己
の
搭
構
計
画
を
進
め
る
に
先
立
て
も
、
日
熱
環
境
を
破
壊
し
な
い
よ
う
、
い
ま
ま
で
む
み
は
、
む
み
と
し
て
処

一
年
間
に
排
出
す
る
む
み
む
母
は
、
五
ち
、
自
対
環
境
夜
間
以
壊
し
な
い
よ
う
い
ま
介
τ
地
元
の
方
々
に
述
誌
が
か
か
ら
升
し
処
時
す
る
も
の
と
亨
え
ら
れ

γ吾

千
六
年
度
約
六
万
一
千
冗
百
九
十
一
一
一

ρ
ろ
い
ろ
な
謁
廷
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
い
よ
う
、
研
究
議
廷
が
行
わ
れ
た
わ
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は
、
第
一
に
密
潔

で
、
一
日
)
人
約
古
百
七
十
ヰ
と
な
り
ま
ず
、
環
境
認
克
で
す
が
、
現
況
を
十
け
で
あ
り
ま
す
ロ
と
し
て
任
か
す
、
択
に
む
み
と
し
て
処

ま
ヲ
。
五
十
五
時
度
と
比
較
す
る
と
五
升
把
掃
す
る
た
め
社
会
環
境
、
生
活
環

ζ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
讃
終
処
分
分
す
る
と
い
ム
正
ム
ノ
に
考
え
が
変
わ
っ

窓
辺
十
五
ト
ノ
む
増
と
な
り
、
人
口
の
増
境
、
白
熱
理
法
な
ど
に
沢
一
分
し
、
多
読
崩
事
一
情
計
慰
は
進
め
p
p
J
わ
て
い
ま
す
て
い
ま
す
。

加
と
併
せ
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
増
加
の
自
に
わ
た
る
調
査
を
行
い
、
謁
資
に
よ
が
、
さ
ら
に
国
の
定
め
て
い
る
躍
し
い
本
市
で
も
、
丹
市
に
先
が
け
て
む
み

頓
向
に
あ
り
ま
す
。
つ
ず
九
得
ら
れ
た
環
蹟
彰
響
γ
予
測
評
問
や
付
府
県
伊
一
厳
守
し
て
計
開
閉
さ
れ
て
い
ま
の
な
か
の
資
額
を
賢
う
「
摺
額
九
じ
ぷ
貿

ま
た
、
排
出
さ
れ
た
な
み
わ
約
九
二
町
内
全
対
簡
を
1十
分
検
討
し
な
か
ら
一
計
跨
ず
。
特
に
水
の
処
珂
珊
設
に
つ
い
て
い
よ
げ
制
斑
い
を
制
見
一
h141
二
佳
度
に

州
市
は
、
大
神
環
ぬ
衛
生
セ

y
タ
ー
で
焼
立
w
k
i
H
艶
備
の
基
本
計
闘
に
続
み
人
は
、
地
下
京
の
汚
設
な
ど
を
防
ぐ
L
雪
ノ
発
足
さ
せ
て
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の

却
さ
れ
、
残
タ
の
約
六
貯
は
治
大
む
み
れ
ら
れ
て
い
ま
す
【
高
崎
V

処
刑
担
〈
一
一
一
次
処
明
暗
)
を
行
う
な
と
協
力
に
よ
り
、
円
じ
み
の
尚
一
蜜
に
大
き

破
砕
処
理
場
で
、
可
燃
物
@
不
撚
物
色
次
に
、
胞
質
調
廷
で
す
よ
か
、
乙
れ
は
ど
、
公
告
の
発
生
を
震
に
均
/
よ
み
〈
貢
献
し
て
い
る
の
は
、
み
な
さ
ん
と

有
価
物
色
一
二
つ
に
升
加
し
処
恕
さ
れ
て
設
計
ょ
の
基
礎
会
料
と
す
る
た
め
の
詔
の
施
設
が
ず
升
配
躍
さ
れ
て
い
ま
す
c

議
知
む
と
お
り
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
ま
す
。
誌
で
、
革
磯
地
躍
、
期
間
、
土
質
諜
亙
モ
れ
で
は
、
一
般
罵
棄
物
最
終
処
分
ま
だ
ま
だ
可
燃
な
み
、
不
燃
と
み
の
な

こ
の
よ
う
に
暁
部
主
F
J
は
破
砕
処
理
を
専
門
業
者
に
塗
れ
)
て
基
静
一
一
資
糾
が
同
期
拒
備
計
図
む
主
な
内
雲
官
級
介
し
ま
か
に
は
、
空
吉
町
を
は
じ
め
多
く
の
寅

吉
一
れ
ま
す
と
あ
と
に
競
る
の
は
、
残
夜
で
き
あ
が
っ
て
い
よ
止
す
。
い
ず
れ
に
し
し
よ
う
。
療
が
む
み
と
レ
て
一
国
て
ら
れ
て
い
る
の

と
般
砕
掻
の
不
燃
物
、
ガ
、
ど
ヤ
等
古
、

L
b
b

諭

i

b

l

i

e

-

も
柑
帯
主
ー
で
す
。

私

w

ゑ
父
《
M
M
H
H
T
g
j
《
僻
著
者
為
凶
作
間

護
処
分
雪
期
的
立
て
て
一
処
一
理
さ
れ
毛
筆

Z奪

欝

を

思

議

に

一

巾

は

言

語

づ

く

り

む

モ

デ

ル

て
い
ま
す
。
五
十
六
年
度
で
は
、
一
万

p

f

i

i

z

、1
1
a
e
j
Q

地
区
内
乞
市
内
六
自
治
会
に
お
願
い
し
、

七
手
一
一
百
八
十
九
ト
ノ
の
場
め
立
て
蜜
で
今
日
の
最
終
処
号
指
令
悼
計
調
ゐ
用
て
整
備
ほ
域
内
に
岳
噴
ゴ
ム
シ
i
k
そ
試
行
的
な
万
時
間
を
取
り
入
れ
な
が
ら
こ

す
が
、
五
十
五
年
度
と
比
較
す
る
と
、
地
は
五
万
三
百
六
豆
方
日
と
広
大
な
た
敷
き
庄
一
日
間
す
る
も
の
で
す
。
れ
ら
の
問
題
を
措
、
討
し
、
新
し
い
と
み

4
L八
百
十
包
〈
減
少
し
た
結
果
が
出
め
、
将
J

棋
の
珂
め
立
て
蚤
を
予
測
す
る
門
潟
水
等
排
水
工
事
〕
埋
め
立
て
路
備
処
淫
の
研
究
苦
し
て
お
り
ま
す
。
市
民

て

い

ま

す

。

な

か

で

、

ま

ず

今

後

十

年

間

空

白

丞

C

区
域
内
へ
の
雨
水
等
自
流
ズ
ぞ
訪
中
牛
y

白
み
な
さ
ん
も
9
J
4な
賄
額
と
し
て
と

し
か
し
、
昭
和
田
中
七
年
か
ら
罵
粟
埋
め
立
て
翠
二
十
一
万
立
ガ

M加
を
確
保
る
た
め
、
閣
辺
に
は
詐
大
施
設
(
む
宇
み
の
慨
援
と
資
源
化
に
と
協
力
を
お
輯

物
の
盛
一
終
処
分
場
と
し
γ
議
却
蟻
灰
}
帯
す
る
た
め
に
、
一
万
七
千
八
百
五
十
平
溝
)
を
一
設
け
て
、
提
捧
下
流
に
放
流
す
い
?
V
J
3
3
0

の
堤
め
立
て
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
、
方
討
の
用
地
を
対
象
に
第
一
期
分
工
事
る
工
事
を
守
い
ま
す
。
と
乙
る
で
、
間
以
Fプ
ラ
ザ
で
ほ
む
み

下
水
上
最
終
処
分
璃
も
乏
い
将
来
埋
め
と
し
て
轄
概
す
る

rtεに
な
り
ま
す
。
{
汚
水
処
理
施
設
工
事
同
埋
め
立
て
地
処
理
を
考
え
よ
う
垂
テ
ー
マ
に
「
賢
源

立
て
容
器
晶
が
限
輿
に
達
す
る
見
込
み
と
残
る
向
閣
に
つ
い
て
は
、
第
二
期
分
工
整
備
区
域
内
白
汚
水
は
、
す
べ
て
完
全
化
毘
」
伊
渇
躍
し
て
い
ま
す
。
己
れ
は

な
っ
て
い
ま
す
。
む
み
は
一
日
も
欠
か
事
と
し
て
、
佐
房
施
工
す
る
+
フ
践
す
処
理
す
る
た
め
、
計
劉
南
地
下
流
に
高
ご
み
の
由
の
新
聞
、
設
ポ
ル
、
雑
誌

さ
ず
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彦
結
逗
雲
茨
処
理
)
の
で
柔
)
る
汚
水
処
空
き
缶
、
布
植
に
つ
い
て
も
う
一
度
克

己
で
択
の
埋
め
立
て
地
を
曜
保
し
よ
門
堤
体
工
事
〕
鵠
炭
や
ガ
レ
キ
の
壊
め
理
柚
訟
を
建
設
盤
情
ν
、
き
れ
い
な
水
産
し
、
な
み
に
対
す
る
樺
い
関
心
と
潔

う
と
、
候
捕
地
を
求
め
古
地
元
自
惜
ム
M

Zで
物
が
流
出
し
な
い
よ
吉
高
さ
十
二
と
し
て
一
放
流
す
る
ζ
主
L
な
り
ま
す
。
解
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
開
い
て
い

や
関
係
者
と
話
し
合
い
を
量
ね
て
垂
ま
司
五
肘
由
土
曜
(
廿
き
〕
堤
を
作
る
も
門
地
下
流
出
水
の
確
保
工
事
〕
埋
め
立
る
も
白
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
む
見
学
く
だ

し
た
。
そ
白
結
果
、
地
域
住
民
の
方
々
白
で
す
。
(
人
工
的
な
山
)
て
監
帯
広
域
内
か
ら
湧
出
す
る
地
予
水
さ
い
。

白
樺
い
と
理
解
と
む
協
力
に
よ
D
、
平
向
遮
水
工
事
〕
埋
め
立
て
地
内
に
降
る
が
排
除
す
る
配
水
管
を
意
京
シ
ー
ト
下
マ
期
間
八
月
十
ニ
日
3
十
七
百
午
前

車
問
土
屋
字
選
評
疎
地
内
に
こ
の
ほ
ど
雨
ポ
な
ど
の
一
浸
出
京
が
、
地
予
に
浸
透
に
布
設
し
で
、
従
前
P誇
D
地
す
ホ
が
十
時
か
ら
午
接
七
時
ま
で
。
た
だ
し
、

整
備
で
き
る
ζ
と
に
な
り
ま
し
少
い
る
ず
る
ζ
と
を
鈎
止
す
る
た
め
、
埋
め
立
流
出
す
る
よ
主
計
留
し
た
ヱ
事
で
す
。
十
七
日
は
午
桂
三
時
ま
で
。

一
日
平
均
に
し
三
百
六
十
八
J
の
と
み
。
陸
呂
こ
れ
だ
け
む
と
み
が
市
内
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
ζ
る

で
、
い
ま
焼
却
氏
の
処
理
が
淘
媛
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
潟
在
の
埋
め
立
て
地
古
あ
る
土
鐙
の
下
水
上

最
終
処
分
璃
が
限
界
に
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
む
た
め
、
市
で
は
、
以
前
か
ら
一
次
の
埋
め
認
で
一
地
を
求
め
て

い
ろ
い
ろ
と
韓
補
地
を
潔
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
に
い
わ
れ
る
遠
惑
施
設
と
い
ヨ
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
乙
と
か
ら

受
ザ
人
れ
わ
れ
ず
、
な
か
な
か
決
ま
わ
ツ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
土
置
透
藤
原
地
区
白
み
な
さ
ん
の
湿
か
い
む

理
蘇
と
合
協
力
に
よ
D
、
一
般
廃
禁
物
拍
車
終
処
分
場
と
し
て
、

ζ

の
ほ
ど
犠
備
工
事
が
蕊
め
ら
れ
る
ζ

と
に
な
り

ま
レ
tE
も
ち
ろ
ん
、

ζ
白
璃
設
に
は
、
汚
水
に
よ
る
二
次
公
害
を
出
さ
な
い
よ
う
本
格
的
な
忽
理
薮
舗
が
甥
錆

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
盟
皆
の
と
り
で
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
こ
の
連
藤
原
題
終
処
分
場
を
大
切
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
が
ロ
み
ん
の
減
量
九
日
に
真
剣
に
取
D
組
ん
で
い
か
ね
ば
立
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
む
協
力
く
だ
さ
い
。
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♂
ア
ン
ド
で

主な防災総合訓練の内容
火災通報割!親 書11鰻地区田T内会から潤妨害へ 119番通報する。

非常滋億針練 富士見地区 5か所の移動アマチュア無融局から

哲詫害状況などを災害対鏑本部へ送信するe

自主防災組織の消火或は、街頭消火器を使って

交代で消火する。

初期消火にもかかわらず炎上したので、消防部

酷が出動し、妨害よ活動を行う。

自主防災組織の避難誘噂漉員自掴王去によ t、避

難地，;:iI韮難ずる。

墜漕鞄護訓練 負揮者の応急手当金行う。

輪水割l鞭 移動水そうり放をろ過して散軒オてを確保する。

応急物資搬送呈111鯖応急食糧亡カンパシ〉の 摺送金県トラック協会

および給食習11醸 平器支部こ要講し、避難地において市給食J1!か

ら自主防災組融へ配布する。また、自主防災組

織の給量液による炊き出しも行kれる。

i消防署ノ'J\~型動力ポYプ離と梢紡邸第 1~6分間

は、一斉放水する。

仮設電話議!日割i親緊急通信磯保のため、非 常用応急復旧無融機器

を使用して、電話 3回融を開通させる。

起富里車マ地草壁体験避難者を対象に、鍵度4か ら7を拡験させる。

ガス管応意復沼訓掘りょう添加ガス曹が揖りようとともに中央部

鞭 で折損し、漏れたガスに弓iヅ山東京ガス復旧渡

はただちに潤火作葬Z、ガス管の接続作業を行う

構りょう仮設司鞭 平壇建設業協会は、構!Jょうが破損したりで、

避難路を確揮するため木造櫨を仮設する。

市橋生玉症は潤審車を出動させ、各家庭の揖器開

業を行う。

自主防災組舗のろ拠司王基地に配置されているろ水槽を使って、散

水槽取引郎、副!捕制水を作るほか、初期梢火活動を行う。

室電力供枯Z練 東京電力引送雲監不能となった避難場所ヘ、電源

車による応軍送電を実施する。

地霊草¢発生こより水道管が各地で折損したため

平老衰管工事業協同組合は、仮設の水道管を布設

し、共同で使用できる臨時給水せんを設壁。

事故車両および倒消防署と自主j妨災組融の救出救護班が出動し自

壊家康:IJ、らの救護動車内にとじζ められた人の救助、また倒壊し

た家屋のなかから人命救助者行う。

自主防災組離の消火班による夫ぷら油火災、プ

ロパ";/:f:!ス火災、建駒火災白消火器11揮を行う。
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金自幼稚感南金目1む98 58吋 0243
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市へのご意見や婆望、苦情など

があったらお気軽にお出かけを。

今月の日程です
骨 8月19日1日時-12時揖島公民館

骨 1-' 14時 -1日時棋所上擢金所

申 8月26臼ぽ時-12時神路公民館

串タ 141時-J6[時横内公民館

骨 9月 2日141時-16時豊田公民鯨

骨 9月 7日1傍時-1211寺南際公民館

串 9 14時 -H時中原公民館

串 '" 1銃時-21時東中原襲晶所

鎚当広報諜広務報費量務 23-1111

いけがき設鐙奨励様助金のご粉淘を

平壇市では、市内に住宅用地在所有し、また

は、管恕している偶人の方を対事実に、新たにいけ

がきを設慶する経費目ー者自を補助しています。

乙の制度を利用される方は、いけがきを計画さ

れる訴に、担当課ととき相談〈ださい。

棺 談 先 占王翻鱒出書離聾政部 23-1111 
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病
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ま
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一
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世
帯
抽
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?人主語た日露襲撃襲警 e 害事担金意義の?襲撃

1人当たり喜重療聖堂

人当たワ保険税

大し

万

六
六
日
一
一
円

と

ンター
博駒館、青少年金銭

、デゴニ、文化斜諮

。暁型機関車の展示会場紙、博物態。

く〉市内在住の小苧ぜ主、幼教関・時膏閣見対童及

。えりくヘクレヨン、磁板、すわるためりど

ニ-Nふろし害等音用議する固

民盟主用紙は、帯主t... 議場で藍滞ずる。

担当社品数帯重量 23-1111

9Jl5E1 ( 
午 前9時~午捜4時三たで

雨天出場合は12日 C臼〉

ところ

住民異動局は、選挙就学、思民年金、滋民題提保

険、予妨接韓、印鑑吉正問などのもとになる室重要なもの

です@住所が変わったときは必ずは日以内に，情け出そ

して〈ださい。

屈け出には、その方のE記名、住所、異動した年月

日、従豹の住所等がわかるようにし、主人または世帯

! 主等プうま届け出るζ とになっています。

うそ白鼠げ出をしたり、正主主的選自がな<1冨げ出を

お ζ た今た場合は選艇が耕せられる場合があ1)ます9

H拐さ当 市民譲住民登畿慌〈餐喜怒
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自
分
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み
を
桑
し
〈
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レ
ン

JV 
一ず

「みて〆みて/'i.泳げるでしょうJ葱ぴ!こはずんでいます図書書輯白子供室!主連日子換でいっ1部、

二二I'.:c 
/プン初、
(j'I¥'¥i 

a:燃えやすい物自モばや棄の街壊している場

所での花火はやめよう。

②消火白準備をしてから始めよう。

③嵐広歩量いときはやめよう。

@--度にたくさんの花火に火をつけるのはや

めよヨ q

大切な親子の対話、文化会翻白木陰で

Ft;轄謹格市内の小“中学生

応募規程 CDJiE算持品は 1人 1点。<Z1s盟柄は自由です

が、 r緯豊かな街づくりJを喪主轄したもの。③用紙

の大きさは54四 x38師とし、たて欝き}こする。③ポ

スター町中には、撞語宅配定宇はーイ切使用しない。c!v

lllil討は自由。⑤謀部に学校名、学年、民名を明記し

てふりがなをつける。

応募期限 9月初日 ζ;K)

応善事先 公里郡京地譲鯖政時

震言語23-1111内輯425

8月238(丹〉午後 1 鈴~草寺

2月13臼(月〕グ

富島'l7自〈月〉 グ

民軟式テニス13時戸、 16時まで。

パレ」は即時-2世帯まで。

なお、理動ぐっ〈上ば書芹i)と遂事坊のでき

る盟聾で嘗却する乙と.

鎖治 体膏重要 費霊怒31-3銭窃



と
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る
の
で
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を
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者監

土屋 A 学校

民E宮沢公民銭

高松延小学校

金自小学校

民みずほ小学校

出方自主主壇市償住宅

草註 E草 寺
民豊閏公民館

ふじみ野E型地車品所

誕包村ちびっ子広場

城 島 公 民 館

》疑問崎公民館

出金田公民館

-隣設時聞はほ時ぬ分から14時30分まで、ただし、ふ

じみ野部地聾会所は14時から15時まで。封印は151時
から16時まで。雨天のときは中止となる。

8月17日、紅白、 9月14日
8月17臼、 31問、 9J'l14日
8月18B、 9月 1目、 29日
8月19日、 9月 2呂、 16日
8月19B、9月 2B、16日
8月初日、 9月 3目、 17日
8月24白、 9月 7目、 21日

8月羽田、 9月 7B、21日

9月 4日、 18日
8月25田、 9月 8呂、 22日
8月初日、 9月 9日

8月26目、 9月 9日

8月27目、 9月初日、 24日

安楽しい中頭史講座

路、驚E時代と、聖徳太子の時代とは、ど

のようなかかわりがあったのか。シルクロー

?とをめぐる中障と回出、そして日本とのかか

わ幻導者通じ、歴史在学ぶζ とのだいと味を

矢口ろう。

・期日 9月17臼-10月15日 毎週金曜日

・時間 19時-201時30分
-対韓青年、一般 20人
食糧し駒白申し込みは、震{!;!舌かとき来館を。

合体E官自 毎i皐月曜日、 9月15B(ォ。
会青少年金盟

干 254 浅間町12-41 震童話32-7029
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役界映随作品、記録会集

大きな活字の三智主主国語辞典車三版

沼本蜂類主主想図鑑

オックスアォ-1-'カラー英和大辞典

出演者名帯i982年版

混代日本文学綜覧シ!)ーズ上・下

演劇年鑑宮古

摺新世界各鼠華客覧

陸立国企図書館所蔵地図目録・タ字国

地図白昔日 1
昭和55年工韓統計費品包踊

散宇でみる世界白あゆみ

y:韮主年鑑1982日本文芸家筋金縄

自調豊富史地図原崎・古代線下

コyピュ」タ専門図書情報事典

故事、時f言ζ とわざ大辞典

日本近代文学館所蔵主饗雑誌目録

図説、自主の食品工業

新吉丁、消防用語事典

新しい用字病伊j辞典

擬声語、擬鯖語慣用句辞典

世界政治ハンドブック

官定植物D'il鑑関東中部山岳編

r 1 S緯 包接1982

社総鑑、来上場金全土版1982
m修噌辞典

迎合留軍聡司令部指令没収指定図書

総回鋸

盟新斜学技術白ζ とがわかる本

現代マルクスヱレーニン主義辞典

。こども室にあたらしいかみしIまい

がた〈吉λ"まいりました。たのしい
おはなしカfいっぱいノ

ぷたさんおでかけ

ふなのιぷょんた

交差を見る会「衰の星座j

l1l白夜空を怒る暴と、星座を観聾する。要参

加宮出コ当日は和学教室へお集ま II者。

• B時 8月20日 G凶 18時-20時

* 9月自然観察会

やがてダムの底に沈む予定の宮ケ醐部軍事と

中津111由自然を訪ねる。雨天白ときは中止。

・日時 9月 5日〈日) 8時 -17時
・謹邑守 構11悼す宮ケ掴付近

・申込み 8月初日までに往復はがきで.

*体験学習H竹のおもちゃ」

竹のケジダマ中、竹トジボ者作る.

・8時 9月19日〈日)1車時-1車時

・対量小学校5年生以上 30人
・申し込み往復はがきで.幸数のと曹は抱

せん。

台 抹 舘 日 毎i盟月調日、月東

会博物館 平254浅揮書留丁12-41鐙額鈴，-5111

-自時 8月29日〈日)161蒋-18時

古美術教護「レヲ 1)ンゲJ

明朝体を中心に、レ虫!)Y7を学ぶ。

・期日 9月 7日-11月 9日 毎週火曜日

・臨官 18時30分~抑時3日分
対象青年犯人

女やさしい太極挙入門教家

中国古来由武術・太極考会刊は、呼吸法に四っ

とり内面由、生気、を聾う中国大多提出健康を

守 Iコ続けてきた体篠である。言t.霊的にマスタ

」して、感覚を敏感に、動と静に応巳た心と

蔀力づく Dに役立てよう。

・耳耳臼 9月11日-11月27自 毎週土植臼

・時間 18時30分-1日時50分(初日は18時10
分から〉

・対象青年・…骨量 30人
ー指導 呂淀むきこ極畢協晶 石井真一E再

交母親の広場

「うる吉いわねJと、 ζ ども申書苦しを一方

的に輔視してしまう。己んなとき、 ιどもの

心に年える影響はどんなものだろうか。映閣

を見ながら、 ιども由心について話し合って

みようe

• B時 9 J'l168 (木)1出時-1茸時
・対霊長 母親または関心由ある方 20人

カ新章者フィ}~ム紹介

む利用は、図書館視聴覚ライブラ!)-へ。

・学校教育 〈さやきのみをみつけてあそぼ

う (15分〉、日本の気候と自然のようずく20
多分、歴史者調べる(19分〉

，社会教育いつもどζ かに京がある(31分〉
雑木林の四季 (32分ヨ

ーアニメ、児童盛期 さるむζ とん 095分、

カモ白罫ちゃん(105台、荷重のとっく D
〈神奈川県の民話 '11分〉

* B皇警白銀の発行

ζ むほど、番考察こ所蔵している定期刊行

物 C地域費料そ除いた年灘、統計、自書など〉

由自離を作成した。とき希E葺の方は、書考霊草カ

ロンタ」へおこしを。Clll球目ご高毘』つあDコ

会抹盟臼 毎i車汚盟問、月末

食図書事輯 干 254浅間努T12-41雲監穏31-0415

*'82納涼音楽まつり

夏・たそがれコYサート

フォー夕、ロッ夕、ニユ」ミュ}ジツ夕、

アコーヂイオン、金管楽器アンサンブル等、

金銀利用音揮さテ」クノレ白発波品。夕涼みをか

ねて、とき家族おそろいでおでかけを。

2号車



輔覇盟強轟輔富瞳霊轟轟

観園同盟骨司自量竃踊輩:ti蓬参画臨

生 後10カ明から12か月未満の赤ち

ゃん7引受ける健康診断. <わしいこ

とは平塩揮健所 α2-i)1釦〉へ.

輯聾難事曹野監事聾

盤金調樺1題セジ占』

密受付ヰ挫1時'-2時
圏母子鑓康手帳本憾.JJIj冊、購置1照
島幸持番 (371)汚泥は本慢の晶、

13t>、月兇1
9月 1日 57年 5月 1臼-10日住

9 fl8目 57年 5月11日-20自主E
9月29日 57年 5月21臼~幻自主主

13輯児3
9月 2日 54<手7月 1日-10自主E
9月 9日 54年 7月11臼-20臼主E
9fl30日 54年 7月21日-31臼生

予妨接種の時間
午後l時部分から3時まで.国印

の晶燭は午後2時から3時まで.

藤欝欝輯

離器轟轟轟轟撞謹輔君

醸対聾車寄1歳までの赤色ゃん

鴎受付午前9時 30分 -1α時ぬ分

箇母子健康浮輯を持事

8 fl19日 重量回公E草橋

8月24自 主E公E忍司自

9月 28 芭沢公民銀

9月13日 市役所B金聾室

9月14日 金思公民館

9 fl16日大野公E滋

9月中に8か月から満1裁になる

お子さんを対量に関<.

盤会場平車保健所講堂

翻日時 9月10日午控1時 30分から

幽母子健麗芋帳と舗記用具を持参参

轟轟轟曜講謹轟轟
盤会場楳健セYター

綴時閣午撞 1時-2時

務母子鍵麗苧帳本冊・ jjljflllと撞記用

具を持参

8月24日 56年 2月16日-28臼主主

9月 7日 56年 3月 1日-10日昼三
9年 14日 56年 3fl1l8-20日生

きただ だいすけ

北 活大輔ちゃん
合高根158-11 読売新関販売

底へお勤め田北沼義彦さん (24
歳〉と京子さん(21謹D由長男。

現在6か月半で身長62曲、部震

6.9kg、57埠 1月24日生まれ。

大輔君は、お母吉んに似てか

人見知白のしない索喜重なやさし

い子で、手もあま Dかからない。

生まれたときミルクをすぐ出し

て散まなかったせいか、少し小

さいが元気いっぱいの大輔君、

パパと散捧に行〈のカザ暗記Fきだ.

盟罷覇轟轟聾監聾覇豊富

療対量 2揖 61J>flまでの乳幼沼

盤金湯 平瞳保聖書所

滋 B程 9月 6呂、 13段、 20日
劉時間午前9時-1α時30分
圏申し込み電話で平壇保盛所 (32
-i)130コへ予約する。できるだけ先

に乳幼児歯掛教室藍の受講者。

難謹盟謹轟轟襲轟
磁畠揖樺健センター

繍受舟午控1時-2時
豊富低予鍵E翼手帳と筆記潟県在持番

9月16日 56年 3月生

翻覇 1期 ..3回受ける

・封書良 2畿 (24か月)1J>04議 (48
1J>月〉までの幼渇.なお、接種問機

は 2窃 3邸とも 3，麗聞から 8，車問。
翻覇2締 1飽受ける

・対韓揮1期の3回毘1J'鰐わって

から 1時以上1年 61J>月以内田期間

に受ける。なお、揮l期を早めに受

けて、第2期もなるべく 4歳までに

鰐了するようにしていただきたい.

[9月1
1臼 金自公民館、中原公民館

出岡崎公民館

2白 神間公民錦、民金E自公民館'

出揖島公民館

3日保鍵センタ}

l戸室l!r-!;台、 《応再》営艶はがきに住所・父母のt'o名・震予ちゃんの
〈券集〉名まえと生年月日・殺の時齢・省軍話番号・父親の輯業
を書いてお出しください。対離は 1 年来構拍車ちゃんですo~揮された
はがきは、毎月初日 (20日梢印まで〉に楠切台、主盟汚由広報紙に掲載し
ます。掲置した蔀ちゃんには、書出意写寓と掲帯広報紙10部を差しあげま
すe く奇月の絡事者1;):24人でした〉
置車晶て発・干254桟間留J9番 1号・車塚市広報袈$ちゃん再軍部。

1田も受けていない人 1 繍判定・ BCG接 種

[9月J i 9日 中原公E号館、損金印公認館

際ツベルクリン接種 l 寓揖島公箆鍔

7臼 中頃公民館、);(金田公民銀 i 10白 金回公E設官、神間公民館

出掛島公民館 ; 民岡崎公民館

88 金自訟民館、神田公民館 24日 楳鍵セ;/3<-

民間時公民館 (他む地区は58年 2月の予定です〉

22日 保 健 セYター

鼠対韓接種当日に檎12か月を経過

して72か月未満の幼版。

綴接種方 法 関 業 医 ・ 病 貌 で 年間

(7-8月を酷oを混じて接種で

きる。接種目は医師とな相談昔。

綴料金無輯

翻持婁ずるもの 母子健康苧晴、探

険霊E
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育官

8月17日

8 ?l18日

8月19臼

8 ?l20日

8月23日

8月25日

8月26臼

8月27日

8月318

午

大神集会場

。神間公民館

八幡小学校

。富士見公民館

二十四鞘町自治会館

。崇善公民館

。須賀公民館

。花水公民館

。保健センター

砂帯

サラタ.油

小麦粉

し よ う 油

トイレァト
ベーノてー

夜間

鶏卵

プ ロ パ ン

支J I飽

髄対象満3か月を経過して4歳に

遼ずるまでの乳幼児で BCG接種を

床下薬剤散布日程
【翼土地区1

8月16日 大高土東町第一町内会

大真土東町第二町内会

8 ?l17日 今皇賓館丁内会、今里南町内会

今累西町内会

8月18日 真土北町内会

其;土日産町内会

真土入町町内会

8月19日 大真土三谷町内会

8月21臼 大真土西町内会

E八槽地区1

8月23日 松葉町自治会、潟町自治会

国端自治会

8月24日坂戸自治会

8月25日 思沼自治会

8月26日 上町自治会、高野町自治会、

古河熊野町自治会

E閤Z宮地区1

8月27日 下郷第一自治会

下郷第二自治会

8 ?l28日 下郷第三自治会、

下郷第四自治金

E松が丘地区、自之宮・中原地区一部1

8月30日東 中原 自治 会

8月31日東 中原 自治 金

9月 1日 新町自治会、新I11端自治会

中原下宿自治虫

下宿住宅自治全

f四之宮地区]

9月 3自 観音町第一自治会

観音苫f第二自治会

9月 4日 中箆第一自治会

中庭第二自治会

9月 6日 呂町貰部自治会

西町西部自治畠

9月 7日 上郷自治虫、通町田惜晶

9月 S日林町自治会

9月 9日東町自治会

Eなでしこ地区]

9月10El 撫子原自治会

9月11日唐ク腹自治会

黒部丘第一朝踏会

9月13日紅ケ慣西部自治会

9 ?l14日-158 花水台自治金

9月16日 黒部丘西部自惜金

9月17毘重平自治会

月 5

ジ霊襲撃襲撃事師事芝骨

75歳以上の方に、あんま・マッサージ・指圧

はり、きゅう施術費の効成を行っている。

。受療券腕治4押印31日以前に生まれたブヲに 6枚

交吋する。以後生まれた方で、 75歳になられた方は、

21J唱に 1枚白書事j告で交付する.ただし、 1枚に E∞
F'lの自己島担がかかる.

。交付 受要要望割は、印鑑と老若人底捜受給者誌を持軍暑の

うえ、福祉諌老人福祉係へ申し込みを。間む告わせは市役所地域づ<T諜へ。

E電話23-1111円融筋副

臨商品自豚肉、ハム金品

割引平常寝頭小亮儲格的

1凹 gにつき20円安。

Eただし、一富師寺街品を肱()



糊
附
く
こ
と
に
な
っ

t
。

マ
期
日

9
月
路
習
か
ら
口
河
鉛
首

ま
で
由
毎
週
金
曜
日
〈
ロ
笛
〉
、
午

前
問
時
か
ら
お
時
ま
で

守
金
調
福
祉
企
館

マ
申
し
込
み

8
月

m
gま
で
に
、

穣
校
長
鐙
a
融
関
部
関
〈
鍍
語
お
i

ニ一一一一エ一一一)へ。

4

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
一

掃
で
は
、
心
身
障
害
者
白
藤
罵
援

滋
の
た
め
、
九
月
六
尽
か
ら
街
頭
キ

ャ
Y
ベ
l
yを
翼
一
施
し
、
み
な
さ
ん

む
と
由
朝
鮮
と
と
協
力
者
時
び
か
け
る

こ
と
に
な
っ
た
e

マ
思
議
(
平
壇
地
区
)

9
R
8自
(
京
〉
午
同
国
2
時
却
先

平
壇
公
共
職
業
安
定
所
、

3
時
ぬ

分
平
塚
市
役
所
、

3
時
間
制
舟
瀦

南
地
託
行
政
セ
y
h
m
l、
3臨
FA
加
分

馬
入
ヱ
韓
間
同
地

れ
た
者
尋
に
対
し
、
中
学
校
車
業
程

度
認
定
試
験
が
b
り
わ
れ
る
。

マ
受
付
期
限

9
月
抑
留
〔
金
)

試
験
掛
呂
、
手
掛
ぎ
等
詳
レ
必

県
教
育
委
員
会
蒋
世
間
教
青
諜
(
電
話

。
問
時
五
一
一

O
一
一
一
一
一
内
韓

基
一
一
一
一
一
怨
)
へ
。

野
菜
.
つ
く
り
務
習
会
一

農
業
金
館
・
酬
明
甫
翻
設
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
閣
議
教
護
砂
晶
聞
く
。

マ
期
日

8
克
明
曲
目
〈
土
〉
午
前
9

時
加
分
か
ら
関
口
時
訪
日
刀
ま
で

マ
車
場
腫
諜
虫
館
3
開
閉
会
議
室

守
内
容
寵
滋
両
申
告
爵
菜
の
作
D
ガ

守
講
師
留
子
、
相
説
員
単
蹄
直
民

受
講
者
希
望
さ
れ
る
方
は
、
盤
接

会
場
へ
お
ζ
し
を
。

詳
し
く
は
、
密
議
教
事
一
〈
瞳
襲
企

…一} 平理革関前に晶った甘藷揮揖場

i 大野村協開販売
1 大野村〈白ち前〉産のすYマイ 。 組合と嚇し、耕作者余員加1)¥こよ

{そは、東海道鉄道の弱i車こよって って貴金を帽。、自樺こ丸協仁の

j京浜向け輸送が可能になると、そ ? ち丸大3を用い、平揮停車場前に

もむ栽培面種は争激こ増大し、助治 400坪亡のち9S坪に縮d守 の 敷 埼

22年には、間材販路厨積 68古家主の j を求めて鍵荷揚とし、そιに 2階

3 うち 500誌にも及んだ。 建ての事務所在設け、新橋駅前旅

i 当時ζ の村での栽培品種むまと i 館町2再曹を借りて出張所としたa

jん目立戸曙由〈やむたじろ、関村 j 販売番員は12名、その中の 5名

主八幡の地名をとったもの、 cの品 j は出張所に富吉由、間震を聞って翌E

j種空移した開問では相州自と呼ん ; 沼田注文を取り、競Dの垂員は事

;だ。間宮広民談〉と称した撞早坐 : 務所にいて、出張所から由電報を

iで、外E主主白色 蒸すと皮が割れ ; 受けると、!Ii[ちに耕作反~I)鶴!?を

j肉は黄色者集し、すむがなくホク ; もって宇むとの出荷還を算出し、

iホクして討し蒸しイモとしては ; 宇壮詩人に知らせた。 t世話人は貿

i他品種¢追随を許さなかった。 に反別部りによって各戸由出帯蜜

i 主主揖万部への販売品はすべて阜 ! を訣定 1し、これを各戸に伝えた。

i掘甘藷亡まやぽb1J>/らしょコとい ! 農家は、品費時持のため、肥料

iわれるもので、 7月中曽こはじま : には手鰯〈ほしカ9を用い、また

t !? 9月上旬には終わった。そして t 前臼に書盟!?取らず、早鳴といって

fその飯亮止、関治22年からはすべ : も暗いうちに起き、ちょうちんや

}て共開でなされていた 瞳中電KTを頼!?に揺b耳宜!?、藤重

与 ζ 由共間員E制止、金扇の舗と吉 、 に選別して龍に音吉め、部穣・出荷

5れたも白で、はじめはJ!i在仲買人 A 者名者記した木札を付し、載のう

1の芋を経てなされし、毎日そむ注文 : ちに事務所に滋んだ。事務所では

;…一一 ; 配一欄臨昨し目てに劉!?当て出?街野してvい、たカがま、伸華寅竜 乙うして、大野cすyマイモは

人申中には卑劣な苧草段霊をもつて畢 』 市舗の信用を博し、東京・横獄市

部在謀る者があ!?，間3J年からま 1 内に不唱勤由地伎を興いた。
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)3198 ( 
ー午前の部 昔時30分間潰

・午挫の部 1時 30分間潔

市渓センターホーI~
出講者・第 l部民謡と舞踊

工藤輝子光子姉昧

・揮 2苦E 浪 曲

五月期、松平洋子

玉川勝豆、犠忠実

母入携帯望者は、往復はカfきく 1人 1牧〉に住所¥

氏名、時齢、職業と希望の部〈午前E部、午後四

苦めさ世話耳記のうえ、 9月 5日までに「午254平器

市早援新祷93C番組市民セY占}事務局」へ申し

込みを。電話32-2235
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商
工
鰐
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。巡沼白寝 8 月 16日ひわ 10時~15時県合同

庁舎/8月17日(')() 1臨時~15時平塩駅北口/

8 月初日(金)10時~15時ダイタマ駐車場〈薬

剤師会〉・平塩釈北口/8月218C土) 10時~15

時霊豊田公民館/8J弓23沼〈月)10持~湖時平

器駅北口/8月24日〈火) 1α時~15時三三其/9
fl2日〈末) 10時~1:>時日稜単品/9 月14日

〈チ01世帯~15i時 臼在意盤律

~~ーご協力品りがとうございました一山♂ー

東海大学 333志、平塩江南高校京、平底工

業高校 205車、中原地区自治畠10本 、 東 中l京地区

El治会39車、羽村地区自治会宜、日産車体亡時〉

178本、石塩研究所45本、 岩井金高工業201位、平

謙車問諸口本。

ち働

、時

県動物持宗一塁襲ゼジタ」では、捨て犬、捨てね

こによる由ら犬、のらねζ の増加と、犬ねこ

による危曹を紡ぐため、今簡も次四日穫でい

らなくなった犬、ねζの巡回収容を符う。

当日、犬を出される方は「印かんJ r犬白

鑑札J ri注射器等紫J r愛犬宇崎J金持夢のヨ

え、会場へお出iJ'けをさ。なお、収容摺E停留

時聞は10分。また、ねζは麻袋かダンボーん

鱈に入れていただきたい。

9司ヰ臼 (ニ七〉 盟丹お (こ士〉

9 r 00 神田蛤民館 9 r 00 松原公民館

9 r 25 大安日公民館 9 r 2日 須賀公箆館

9 r 50 豊田公民館 9 r 40 花7)(公民館

10 r 10 域高公民館 10 ∞ 富士見公民豊富

10 30 金田公民館 10 30 中原公民館

10 r 50 岡崎止民館 10 ; 55 旭公民館

11 r 10 金芭公民童話 llr 吉沢公民館


	マルチ 285
	マルチ 286
	マルチ 287
	マルチ 288
	マルチ 289
	マルチ 290
	マルチ 291
	マルチ 292

